
明治大学・川崎市 黒川地域連携協議会 第１回 地域活性化検討専門部会 

議事要旨 

１ 開催日時：平成 27 年 7 月 1 日（水）午前９時３０分～午前１１時３０分 

２ 開催場所：明治大学黒川農場 1 階 会議室 

３ 出 席 者：[座長]藤原教授 

 [専門部会委員] 横山委員、安藤委員、熊澤(正宣)委員、市川委員、坂本委員、 

 熊澤(明)委員、島野委員、木田委員、久延委員、古山委員、 

 山口委員、藤原委員、高橋委員 

 [事務局] 川崎市麻生区役所企画課 井上課長、白石担当係長、山中担当係長 

 コンサルタント（(株)ＵＲリンケージ 遠藤副課長、古山主任） 

４ 議 事： 

（１）「農と環境を活かしたまちづくり」について 

・「農と環境を活かしたまちづくり」の基本的事項、平成 26 年度の試行的取り組み事項（全体）、

平成 26 年度の試行的取り組み事項（専門部会）、実施計画の作成に向けた今年度の取り組み、

今後の予定について、事務局より説明。 

（２）今年度の主な取り組み内容（案）について 

《主な意見》 

１）農と里山の認知促進（サイン設置や散策マップの検討等） 

・来訪者の利便性やマナーアップなどを考慮したサインを、和光大学や地元と連携し作成して、

期間を限定して試行的に設置したい。（事務局） 

・マナーアップの看板は必要だと思うが、親子で訪れていて、子供が喜んで田んぼの端で遊ん

でいたりするのを見かけると、それは良いことであると思う。子供は農地に入って遊んでし

まうことがあるが、子供は自由に遊んでもらったほうが良いのではないかと考える。 

２）農と里山の体感（農業体験イベント等） 

・農業体験イベントは、今年度は昨年度より少し作物を増やすなど強化していきたい。（事務局） 

・じゃがいもなら、２月に植えて５月下旬に収穫できるので適していると思う。 

・観光農園などでは、さつまいもだけでなく落花生も一緒に体験可能である。 

・一度にたくさんの作物を実施するのは大変だが、少しずつ作物を増やしていけば、シーズン

もばらけるので、やり方もいろいろあるのではないかと思う。これはそういう方向で少し発

展的に考えてみてはどうか。 

３）地域資源の発見・創造（里山アートプロジェクトなど） 

・和光大学や地元と連携した新たな取り組みとして里山アート製作を試行したい。（事務局） 

・モウソウチクがたくさんあるので、竹を活用したアート作品を制作できたら良いと思う。 

・アート作品展示とともに昨年度の提案にあった古い農機具の展示もしてはどうか。  

・里山アートプロジェクトは、一定期間だけ試行的に作品を設置する方向で考えている。（事務局） 



４）その他（地域活性化に向けた新たな取り組みについて)  

①ダンボールコンポストについて 

・プラスチック製容器はなどのごみは減ってきているので、農作業などで排出される生ごみに

ついても段ボールコンポストなどで再利用できれば、もっと排出量を削減できるのではない

かと考えている。 

②スイーツレシピづくりについて 

・資料には「地元野菜と菜種油を用いたスイーツレシピ作り」とあるが、黒川地区でも梨や柿

など果物も収穫できるので、菜種油と合わせて、黒川産の果物も活用し、黒川産の果物につ

いても PRしていただきたい。 

・今年度スイーツレシピについて、内容を検討している段階で、素材についても黒川産のもの

を使用したいと考えているので、ご協力いただければと考えている。（事務局）

③里山景観づくりについて 

・里山の景観づくりの一環として菜の花等を植えることを検討していきたい。 

・花を咲かせるのは良いが、咲いて枯れた後の処理をどうするのか、ということも考える必要がある。

・黒川には桜があまりないので、桜の木を植えるのもよいと思う。 

④炭焼き体験・シンポジウムについて 

・竹炭のシンポジウムを開催してほしいという企業があり、数メートルの区画があれば使用で

きるデモ機を持ち込み、竹炭を製造すると言う話がある。

・企業と明治大学と地元が連携した竹炭のシンポジウムの開催を検討していきたい。 

⑤環境整備について（散策路の整備や子供が遊べる水辺づくりなど） 

・散策路の充実（セレサモス周辺等）や子供が遊べる水辺づくり（黒川農場前の水路等）も検

討してほしい。 

⑥トイレの設置について

・黒川の奥の方や子どもの遊び場周辺でのトイレの設置も検討してほしい。 

（３）まとめ 

・本日の専門部会では、事務局が想定していたより活発な議論ができ、いろいろな新しい意見

もあった。特に子どもが自由に遊べるような遊び場、公園機能を持たせたエリアの創出など

は非常に重要な意見だと思う。また、景観形成として、菜の花や桜を植栽するという長期的

な見通しや、スイーツレシピづくりの新しい公募方法の検討など今後の参考になる意見が出

ていた。（座長） 

（４）今後の予定 

・本日の専門部会での意見交換の内容は、8月4日（火）に実施する協議会で報告させていただく。

（事務局） 

・協議会で議論した内容については、地元の方との意見交換会の場で報告させていただく。（事務局） 

以上 


